
No.53 (2024)

信
州
大
学
医
学
部
医
学
科
・
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
附
属
病
院
業
績
録

　
　第
五
三
号（
二
〇
二
四
）

二
〇
二
五

4$*&/5*'*$�"$)*&7&.&/54�0'�4)*/4)6�6/*7&34*5:�4$)00-�0'
.&%*$*/&
�4)*/4)6�6/*7&34*5:�(3"%6"5&�4$)00-�0'�.&%*$*/&


"/%�4)*/4)6�6/*7&34*5:�)041*5"-

信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録

*SSN 1��1ー49�0

2025



信 州 大 学 医 学 部 業 績 録 ฤ 集 要 項

１．収録対象
　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で
認めた施設等に所属する者（当該年度に在籍した者全員）

２．収録内容
　　研究業績を次の２項目に分ける。
　　１）論文

原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で学術雑誌に発表のもの。
学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をもち、
別刷が発行されているもの）

　　２）著書
単行書、分担執筆。

　　ただし、以下のものは除外する。
（イ）学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表に

関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
（ロ）セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
（ニ）座談会記事。
（ホ）学会記。
（ヘ）質疑応答（̦ and ̖）、治療指針、問題集の解説、トピックス、話題、グラビア、

事典等に類するもの。
（ト）新聞記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が認められ

ないもの。
（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。
（リ）学術雑誌とは認められないものに発表したもの。
（ψ）༁本及び༁論文。
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あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第 3� 号をお届けします。

　本業績録はա１ڈ年間、各講座や部門等でなされた４つの活動（研究、教育、診療、社会貢献）

のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものです。自ݾ఺ݕ、自ݾ評

Ձ、学内外への報告において、本業績録の果たす໾ׂは重要とࢥわれます。このような؍఺から、

この１年間の研究活動をৼりฦり、ޙࠓの方向性等を͑ߟるܖ機にしていただけたら幸いにଘ

͡ます。

し、90ݮ年度よりඍࡢ年度の英文論文૯数はࠓ　 年度以߱で࠷もগない 3�6 という結果となり

ました。しかしながら、単なる૯数のみの評Ձがඞͣしもద੾であるとはࠓ、ͣ͑ݴ年度の業

績の中にはۃめて質のߴい研究成果もগなくありませΜ。ࠓ日、ଔ業生の大学཭れや医学科ೖ

学定員数増加等により、診療や教育活動等の業務ෛՙは増加の一్にあります。このような現

ঢ়ではありますが、研究活動は大学が大学であるための大きな責務であり、外部評Ձ基४の重

要項目であることはݴうまでもありませΜ。ޙࠓ、各講座・部門等でのさらなる研究の発展を

祈念கします。

に、本業績録のฤ集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方ʑに厚く御礼申ޙ࠷

し上げます。

ઙ村英樹

出 版 委 員 長：ઙ村英樹

出 版 委 員：Ԟࢁ隆平、ੴా文޺、઒ވ知೭

医学部図書館ओ査：ੴ࢘ݑࡔ

信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）
（令和 4 年11月24日改正）

２．収録対象
　　　　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で

認めた施設等に所属する者（当該年に在籍した者全員）

３．収録内容
　　収録対象は、本文が欧文で執筆された研究業績とし、次の３項目に分ける。
　　１）論文
　　　　原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で、査読のある学術雑誌に発表のもの。
　　　　学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をも

ち、別刷が発行されているもの）
　　２）著書
　　　　単行書、分担執筆。
　　３）その他
　　　　治療指針、トピックス、事典等、専門的知見にもとづき執筆された、論文形式の

記事

　　ただし、以下のものは除外する。
　　　（イ）学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表

に関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
　　　（ロ）セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
　　　（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
　　　（ニ）座談会記事。
　　　（ホ）学会記。
　　　（ヘ）論文形式をとらない質疑応答（Q and A）、問題集の解説、話題、グラビア等

に類するもの。
　　　（ト）新聞・週刊誌記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が

認められないもの。
　　　（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。

４．収録期間
　　毎年１月～12月

６．原稿の書き方
　　〇欧文雑誌名はNLM（U.S. National Library of Medicine）の省略法を用いる。
　　〇論文のCorresponding Authorが自教室に所属している場合は、その著者名にアスタ

リスク(*)と下線を付ける。

信 州 大 学 医 学 部 業 績 録 ฤ 集 要 項

１．収録対象
　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で
認めた施設等に所属する者（当該年度に在籍した者全員）

２．収録内容
　　研究業績を次の２項目に分ける。
　　１）論文

原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で学術雑誌に発表のもの。
学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をもち、
別刷が発行されているもの）

　　２）著書
単行書、分担執筆。

　　ただし、以下のものは除外する。
（イ）学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表に

関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
（ロ）セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
（ニ）座談会記事。
（ホ）学会記。
（ヘ）質疑応答（̦ and ̖）、治療指針、問題集の解説、トピックス、話題、グラビア、

事典等に類するもの。
（ト）新聞記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が認められ

ないもの。
（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。
（リ）学術雑誌とは認められないものに発表したもの。
（ψ）༁本及び༁論文。
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あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第 3� 号をお届けします。

　本業績録はա１ڈ年間、各講座や部門等でなされた４つの活動（研究、教育、診療、社会貢献）

のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものです。自ݾ఺ݕ、自ݾ評

Ձ、学内外への報告において、本業績録の果たす໾ׂは重要とࢥわれます。このような؍఺から、

この１年間の研究活動をৼりฦり、ޙࠓの方向性等を͑ߟるܖ機にしていただけたら幸いにଘ

͡ます。

し、90ݮ年度よりඍࡢ年度の英文論文૯数はࠓ　 年度以߱で࠷もগない 3�6 という結果となり

ました。しかしながら、単なる૯数のみの評Ձがඞͣしもద੾であるとはࠓ、ͣ͑ݴ年度の業

績の中にはۃめて質のߴい研究成果もগなくありませΜ。ࠓ日、ଔ業生の大学཭れや医学科ೖ

学定員数増加等により、診療や教育活動等の業務ෛՙは増加の一్にあります。このような現

ঢ়ではありますが、研究活動は大学が大学であるための大きな責務であり、外部評Ձ基४の重

要項目であることはݴうまでもありませΜ。ޙࠓ、各講座・部門等でのさらなる研究の発展を

祈念கします。

に、本業績録のฤ集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方ʑに厚く御礼申ޙ࠷

し上げます。

ઙ村英樹

出 版 委 員 長：ઙ村英樹

出 版 委 員：Ԟࢁ隆平、ੴా文޺、઒ވ知೭

医学部図書館ओ査：ੴ࢘ݑࡔ

あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第53号（2024年版）
をお届けします。第１号の業績録には、1972年に発表された英語論文55本（全論文339本）が
掲載されておりました。それから50年以上の歳月が流れ、2024年に信州大学医学部から発表
された英語論文数は506本と、10倍程度に増加しました。本業績録は、本学医学部における研
究活動の広がりと深化を俯瞰できる貴重な記録であり、毎年の積み重ねが大学としての研究力
を如実に物語っています。
　本号に収載された論文を通覧しますと、基礎研究から臨床研究、さらには多施設共同研究や
国際共同研究に至るまで、多様な研究が活発に行われていることが分かります。診療・教育・
社会貢献と多忙な日常業務の中で研究を継続し、成果を論文として結実させてこられた教職員・
医師の皆様の熱意と不断の努力に、あらためて深い敬意を表します。
　研究を取り巻く環境は、この数年で大きく変化しました。新型コロナウイルス感染症の流行
は研究活動にも影響を及ぼしましたが、その一方で、診療データやビッグデータを活用した研
究、オンラインを活用した研究連携など、新たな研究の形も定着しつつあります。こうした変
化の中でも、本学医学部の研究活動が着実に前進していることは、本業績録が雄弁に物語って
います。
　業績録を詳細にご覧頂くことで、各教室・各研究者が現在どのようなテーマに取り組み、ど
のような強みを有しているのかを具体的に知ることができます。本号が、研究者同士の新たな
連携や、若手研究者・医師が自身の将来像を描くための一助となれば幸いです。さらに、各教
室の研究テーマを把握しやすくするため、教室代表論文リストをWeb公開しています（https://
www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/medic/international/）。業績録と合わせて、ご利用頂け
ますと幸いです。
　本業績録の作成にあたり、出版委員会の内藤隆文教授、下平浩揮先生、中村敏範先生には、
掲載論文の確認・整理に多大なるご尽力を賜りました。また、医学部図書館の滝口智子様なら
びに関係事務部門の皆様には、煩雑な事務作業を丁寧に進めて頂きました。この場を借りて、
心より御礼申し上げます。
　研究は大学の根幹をなす使命であり、その成果を世界に向けて発信し続けることは、私たち
大学人に課せられた重要な責務です。本業績録が、信州大学医学部の研究活動のさらなる発展
と、次世代を担う研究者・医師の育成につながることを祈念し、あとがきとさせて頂きます。

牧島　秀樹

出 版 委 員 長：牧島秀樹
出 版 委 員：内藤隆文、下平浩揮、中村敏範
医 学 部 図 書 館：滝口智子

第 53号

令和 8 年 2 月 10 日印刷
令和 8 年 2 月 10 日発行
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Molecular Pathology

20240001 Hanaoka T, Matoba H, Nakayama J, Ono S, 
Ikegawa K, Okada M : A spatio-temporal image analysis for 
growth of indeterminate pulmonary nodules detected by CT 
scan. Radiol Phys Technol 17: 71-82, 2024.

20240002 Matoba H*, Iwaya M, Fujii C, Nakayama J : 
Identification of terminal βGlcNAc on Brachyspira species 
in human intestinal spirochetosis. J Histochem Cytochem 
72: 71-78, 2024.

20240003 Matoba H*, Fujii C, Maruyama K, Kawakubo 
M, Momose M, Sano K, Imamura H, Kurihara H, Nakayama 
J : Sirt3 regulates proliferation and progesterone production 
in MA-10 Leydig cells via suppression of reactive oxygen 
species. Endocrinology 165: bqae017, 2024.

20240004 Kawano S, Noda C, Itoh S, Urabe A, Fujii C, 
Ogawa I, Suzuki R, Hida S : Staphylococcal superantigen-
like protein 3 triggers murine mast cell adhesion by binding 
to CD43 and augments mast cell activation. Genes Cells 29:
397-416, 2024.

20240005 Arai J, Hayakawa Y, Tateno H, Murakami K, 
Hayashi T, Hata M, Matsushita Y, Kinoshita H, Abe S, 
Kurokawa K, Oya Y, Tsuboi M, Ihara S, Niikura R, Suzuki 
N, Iwata Y, Shiokawa T, Shiomi C, Uekura C, Yamamoto K, 
Fujiwara H, Kawamura S, Nakagawa H, Mizuno S, Kudo 
T, Takahashi S, Ushiku T, Hirata Y, Fujii C, Nakayama 
J, Shibata S, Woods S, Worthley DL, Hatakeyama M, 
Wang TC, Fujishiro M : Impaired glycosylation of gastric 
mucins drives gastric tumorigenesis and serves as a novel 
therapeutic target. Gastroenterology 167: 505-521, 2024.

20240006 Kinoshita M, Oyanagi K, Matsushima A, Kondo 
Y, Hirano S, Ishizawa K, Ishihara K, Terada S, Inoue T, 
Yazawa I, Washimi Y, Yamada M, Nakayama J*, Mitsuyama 
Y, Ikeda SI, Sekijima Y : Adult-onset leukoencephalopathy 
with axonal spheroids and pigmented glia (ALSP): 
Estimation of pathological lesion stage from brain images. J 
Neurol Sci 461: 123027, 2024.

Cardiovascular Research

20240007 Kasahara T, Tanaka M, Zhao Y, Kamiyoshi A, 
Sakurai T, Ichikawa-Shindo Y, Kawate H, Matsuda Y, Zhang 
Y, Guo Q, Li P, Hoshiyama K, Li J, Onishi N, Hayashi M, 
Sanjo H, Ishida K, Tanaka S, Kawamata M, Shindo T* : 
Receptor activity-modifying proteins of adrenomedullin 
(RAMP2/3): Roles in the pathogenesis of ARDS. Peptides 
171: 171118, 2024.

20240008 Sakurai T*, Takei N, Wei Y, Hayashi M, 
Kamiyoshi A, Kawate H, Watanabe S, Sato M, Shindo T 
: Efficient genome editing of two-cell mouse embryos via 
modified CRISPR/Cas electroporation. Sci Rep 14: 30347, 
2024.

Sports Medical Sciences

20240009 Martyanti RN, Morikawa M, Hanaoka M, 
Tanaka S, Nakamura Y, Nose H, Masuki S* : Increased 
response of postmenopausal bone to interval walking 
training depends on baseline bone mineral density. PLoS 
One 19: e0309936, 2024.

20240010 Aida T, Masuki S*, Morikawa M, Manabe 
K, Furihata M, Maekawa A, Fujita T, Nose H : Effects of 
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信 州 大 学 医 学 部 業 績 録 ฤ 集 要 項

１．収録対象
　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で
認めた施設等に所属する者（当該年度に在籍した者全員）

２．収録内容
　　研究業績を次の２項目に分ける。
　　１）論文

原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で学術雑誌に発表のもの。
学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をもち、
別刷が発行されているもの）

　　２）著書
単行書、分担執筆。

　　ただし、以下のものは除外する。
（イ）学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表に

関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
（ロ）セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
（ニ）座談会記事。
（ホ）学会記。
（ヘ）質疑応答（̦ and ̖）、治療指針、問題集の解説、トピックス、話題、グラビア、

事典等に類するもの。
（ト）新聞記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が認められ

ないもの。
（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。
（リ）学術雑誌とは認められないものに発表したもの。
（ψ）༁本及び༁論文。
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あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第 3� 号をお届けします。

　本業績録はա１ڈ年間、各講座や部門等でなされた４つの活動（研究、教育、診療、社会貢献）

のうち、研究活動の成果として公表された論文を中心にまとめたものです。自ݾ఺ݕ、自ݾ評

Ձ、学内外への報告において、本業績録の果たす໾ׂは重要とࢥわれます。このような؍఺から、

この１年間の研究活動をৼりฦり、ޙࠓの方向性等を͑ߟるܖ機にしていただけたら幸いにଘ

͡ます。

し、90ݮ年度よりඍࡢ年度の英文論文૯数はࠓ　 年度以߱で࠷もগない 3�6 という結果となり

ました。しかしながら、単なる૯数のみの評Ձがඞͣしもద੾であるとはࠓ、ͣ͑ݴ年度の業

績の中にはۃめて質のߴい研究成果もগなくありませΜ。ࠓ日、ଔ業生の大学཭れや医学科ೖ

学定員数増加等により、診療や教育活動等の業務ෛՙは増加の一్にあります。このような現

ঢ়ではありますが、研究活動は大学が大学であるための大きな責務であり、外部評Ձ基४の重

要項目であることはݴうまでもありませΜ。ޙࠓ、各講座・部門等でのさらなる研究の発展を

祈念கします。

に、本業績録のฤ集にあたりご尽力頂きました先生方、図書館職員の方ʑに厚く御礼申ޙ࠷

し上げます。

ઙ村英樹

出 版 委 員 長：ઙ村英樹

出 版 委 員：Ԟࢁ隆平、ੴా文޺、઒ވ知೭

医学部図書館ओ査：ੴ࢘ݑࡔ

信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）信州大学医学部業績録編集要項（抜粋）
（令和 4 年11月24日改正）

２．収録対象
　　　　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院及び出版委員会で

認めた施設等に所属する者（当該年に在籍した者全員）

３．収録内容
　　収録対象は、本文が欧文で執筆された研究業績とし、次の３項目に分ける。
　　１）論文
　　　　原著、綜説、展望、症例報告、速報、予報で、査読のある学術雑誌に発表のもの。
　　　　学術集会記録（全国的又は世界的規模の集会記録で、原著論文と同様の内容をも

ち、別刷が発行されているもの）
　　２）著書
　　　　単行書、分担執筆。
　　３）その他
　　　　治療指針、トピックス、事典等、専門的知見にもとづき執筆された、論文形式の

記事

　　ただし、以下のものは除外する。
　　　（イ）学会発表の抄録（邦文、欧文を問わない。論文型式をとっていても学会発表

に関するもの及び１頁ものの速報は抄録とみなす）
　　　（ロ）セミナー、シンポジウム、その他の講演のテキストないし記録。
　　　（ハ）業務報告書（文部科学省、厚生労働省、その他助成機関への研究報告書）
　　　（ニ）座談会記事。
　　　（ホ）学会記。
　　　（ヘ）論文形式をとらない質疑応答（Q and A）、問題集の解説、話題、グラビア等

に類するもの。
　　　（ト）新聞・週刊誌記事、教育に関する記事、人物紹介、書評、随筆など学術性が

認められないもの。
　　　（チ）著者表示が団体名で個人の著者性が認められないもの。

４．収録期間
　　毎年１月～12月

６．原稿の書き方
　　〇欧文雑誌名はNLM（U.S. National Library of Medicine）の省略法を用いる。
　　〇論文のCorresponding Authorが自教室に所属している場合は、その著者名にアスタ

リスク(*)と下線を付ける。
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あ　と　が　き

　信州大学医学部医学科・大学院医学系研究科・医学部附属病院業績録第53号（2024年版）
をお届けします。第１号の業績録には、1972年に発表された英語論文55本（全論文339本）が
掲載されておりました。それから50年以上の歳月が流れ、2024年に信州大学医学部から発表
された英語論文数は506本と、10倍程度に増加しました。本業績録は、本学医学部における研
究活動の広がりと深化を俯瞰できる貴重な記録であり、毎年の積み重ねが大学としての研究力
を如実に物語っています。
　本号に収載された論文を通覧しますと、基礎研究から臨床研究、さらには多施設共同研究や
国際共同研究に至るまで、多様な研究が活発に行われていることが分かります。診療・教育・
社会貢献と多忙な日常業務の中で研究を継続し、成果を論文として結実させてこられた教職員・
医師の皆様の熱意と不断の努力に、あらためて深い敬意を表します。
　研究を取り巻く環境は、この数年で大きく変化しました。新型コロナウイルス感染症の流行
は研究活動にも影響を及ぼしましたが、その一方で、診療データやビッグデータを活用した研
究、オンラインを活用した研究連携など、新たな研究の形も定着しつつあります。こうした変
化の中でも、本学医学部の研究活動が着実に前進していることは、本業績録が雄弁に物語って
います。
　業績録を詳細にご覧頂くことで、各教室・各研究者が現在どのようなテーマに取り組み、ど
のような強みを有しているのかを具体的に知ることができます。本号が、研究者同士の新たな
連携や、若手研究者・医師が自身の将来像を描くための一助となれば幸いです。さらに、各教
室の研究テーマを把握しやすくするため、教室代表論文リストをWeb公開しています（https://
www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/medic/international/）。業績録と合わせて、ご利用頂け
ますと幸いです。
　本業績録の作成にあたり、出版委員会の内藤隆文教授、下平浩揮先生、中村敏範先生には、
掲載論文の確認・整理に多大なるご尽力を賜りました。また、医学部図書館の滝口智子様なら
びに関係事務部門の皆様には、煩雑な事務作業を丁寧に進めて頂きました。この場を借りて、
心より御礼申し上げます。
　研究は大学の根幹をなす使命であり、その成果を世界に向けて発信し続けることは、私たち
大学人に課せられた重要な責務です。本業績録が、信州大学医学部の研究活動のさらなる発展
と、次世代を担う研究者・医師の育成につながることを祈念し、あとがきとさせて頂きます。

牧島　秀樹

出 版 委 員 長：牧島秀樹
出 版 委 員：内藤隆文、下平浩揮、中村敏範
医 学 部 図 書 館：滝口智子
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